
 

※本事業は、筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間コラボレーションスキーム 
構築事業」の活動の一部です。 

導入の目的 

・  学内支援者の有効利用（自宅等からの支援

を行うことができるようにして、支援可能な

時間帯を増やす） 

・  交通費の削減（遠隔地の支援において、現

地に向かう人数を減らす。従来は、終日の支

援では４名派遣していた） 

・  連携練習の機会を増やす（休日・夜間に遠

隔システムを利用した連携練習会を開催す

る） 

  

得られた効果 

 

・  連携練習の参加者が増えた。 

 

・  練習の機会が増えることで、技能が向上する

とともに、支援に入ることができない人に対し

てもモチベーションの維持に役立っている。 

 

・  休日の集中講義やイベントなどへの支援者

が確保しやすくなった。 

 

・  支援で初めて組む人でも、遠隔支援システム

を利用して、事前に連携練習を行うことができ

ている。 

 

 
 

 
 

愛知教育大学 
運用の詳細 

・使用したシステム 

  遠隔支援サーバシステム 

・ 愛知教育大学内に設置したサーバ 

・ さくらｖｐｓ上に構築したサーバ 

 

・連携先 

 本学講義室          支援者の自宅等 

教育実習先の学校       本学内の教室等 

 本学       宮城教育大学 

 

教職員、利用学生、支援学生の声 

 

・  他大学の支援者との連携入力で、連携のルー

ルなどを考えさせられた。 

 

・  音声のみのため、先方の状況が分かりづらく

不安に思うことがよくあった。 

利用実績、独自の工夫、苦労した点 

 ・本学授業 

 ・遠隔システムを利用した連携練習 

 ・他大学授業（宮城教育大学と週１コマ お互いに支援） 

 ・附属学校など県内の学校における教育実習の観察 

 ・オープンキャンパス 

 ・高校生対象の高大連携スクール 

（工夫） 

 ・ 現場に１名派遣して、不測の事態に対応する 

（苦労した点） 

 ・ 実際に支援する現場でネットの利用ができないことが 

あり、現場の支援者がノートテイクで対応した。 

使用した場面 
 教育実習の支援を学内で行う 

 

遠隔情報保障事業 事例集 

（掲載されている情報は 2013年 12月当時のものです。情報の取り扱いには十分ご注意ください。） 

 


